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 8 章と 9 章ではテルック・ダラム村におけるガンビール・ブームについて考察した。
それまで十分な現金収入を得る手段がなかったテルック・ダラム村では、1980 年代か
ら丘陵地の開拓が進み、人びとはそこにコーヒーやゴムといった換金作物を植えてきた。
やがてジャワ人の移住民を受け入れたことを契機にガンビールの耕作が始まった。アジ
ア通貨危機の影響でガンビールの買い取り価格は高騰すると、人びとは次々に丘陵地を
開拓し、自らの畑へと変えていった。 
 8章では舞台をガンビールの消費の舞台となるインドとネパールに移し、南アジアに
おいてガンビールがインスタント版の檳榔「パン・マサラ」に使われるようになった原
因を明らかにした。ガンビールは阿仙薬として檳榔やガンビールに使用される。ただし、
パン・マサラが登場する以前のインドでは、檳榔に使用される阿仙薬はペグアセンヤク
という別の種類の植物からの抽出物であった。ガンビールが使用されるようになったの
は、主にパン・マサラが登場して以来である。従来の檳榔は生の実と葉を使用するため
に長期保存や持ち運びが難しかったが、乾燥されパック化されたパン・マサラが登場す
ると、時と場合を問わずに使用できるようになった。このような工業製品化が檳榔の消
費量を増大させた。パン・マサラの登場以降、ペグアセンヤクだけでは増え続ける需要
に答えることができず、同様の成分を含むガンビールが使用されるようになった。これ
がガンビール・ブームの遠因であった。 
 9章では、村におけるガンビール耕作の特徴とガンビール・ブームの様相を具体的に
記述した。ガンビール耕作の導入は村の生業を大きく変えた。水田耕作と比べて、ガン
ビール耕作は常に多くの労働力が必要となる。それゆえ、出来るだけ多くの利益を得る
ためには賃金労働者を雇ってでも収穫が行われた。その一方で、ガンビール耕作の利益
が大きかったことから、水田耕作は周縁化されていった。ガンビール耕作のもうひとつ
の特徴は、男性が中心となって行われることである。ガンビール畑の開拓から耕作まで
は男性の仕事とされており、女性が参与することは難しい。さらに一度開拓された畑は
個人の所有物と見なされる。これは、水田がクトゥルナンの共同所有物であり、そこで
の労働が女性たちを中心に組織されていたことと対比的であった。 
 本論文ではガンビール・ブームにおける人びとの社会関係を分析するために、「恩の
紐」と「血の紐」の観点から生産者と仲買人の関係について考察した。仲買人たちは可
能な限り多くのガンビールを集めようとしていた。取引をするガンビールの量が多けれ
ば多いほど、価格交渉において有利に立つことができるからだ。そのために仲買人が行
っていたのは、生産者たちへの貸付である。仲買人は生産者たちに現金を貸与する代わ
りに、自らのもとへとガンビールを売るように指示していたのである。両者の関係は、
生産者が金銭的に困窮している際に仲買人が貸付によって助け、その代わりに生産者が
仲買人へガンビールを売ることで彼の商売を支えるというパトロン＝クライエント関
係となっていた。 
 仲買人と生産者のあいだの関係を分析すると、両者は母系親族関係にある場合が多か
った。さらに仲買人たちはカンプァン関係者の親族とも良好な関係を結ぶことで、常に
新たな取引相手を取り込んでいった。また生産者たちからの信頼を得るために病を患っ
た生産者を病院へと送り届けたり、食事を振舞ったりしていた。このようにガンビール
をめぐる仲買人と生産者のパトロン＝クライエント関係は、互いのプラサアンに配慮し
あう「恩の紐」として想起されていた。 
 ガンビール・ブームのなかにあって、生産者たちが仲買人から貸付を受け続ける背景
には威信獲得のための顕示的な消費があった。村のなかでは、ある程度の富を持って顕
示しなければ、プラサアンへの配慮に足らない人物だとして軽視される。それゆえ、多
少無理をしてでもバイクの購入や豪華絢爛な人生儀礼の開催などを行っていた。ガンビ
ールの買い取り価格高騰により、威信を得るための消費財の値段もあがったために、仲
買人から貸付を受けなければ費用を賄えなくなっていった。 
 以上の事例をもとに、本論文ではガンビール・ブームにおける生産者と仲買人の関係
を「プラサアンの経済」と名付けた。プラサアンの経済とは、富の蓄積と顕示的な消費
のために社会関係を拡大していく様相を指す。プラサアンの経済では、「恩の紐」を広
げていくことで財の獲得が目指される。「恩の紐」の拡大のためには他者のハティへの
配慮が必要であり、彼らも利益を得ることができるような取り計らいが行われる。そし
て獲得された財産も顕示的に消費され、村落内において他者から配慮されるべき存在と
して自己を提示するために使われる。ただしプラサアンの経済では、両者の相互扶助的
な側面が強調されているにもかかわらず、実際には仲買人が有利な立場にある。仲買人
たちはガンビールの取引を通じて利益を得ることができる一方で、生産者たちは借金を
重ねるだけだからだ。このように、ガンビール・ブームのなかで生まれた社会関係は、
非人格的な資本主義ではなく、むしろ人格的な社会関係を拡大していくことで富を獲得
する資本主義と言えるものであった。 
 
結論 
（1）東南アジア島嶼部における親族研究への貢献 
 本論文の親族研究における知見は、テルック・ダラム村において他者が親族へと包摂
されていくプロセスであった。包摂の契機となる論理は、これまでのマレー世界の他地
域の研究で指摘されてきたものである。ミナンカバウの人びとがマジョリティを占める
テルック・ダラム村において、以上のようなマレー世界の親族関係と社会関係の特徴が
見られることにはどのような意義があるだろうか。それは比較の可能性である。 
 従来のミナンカバウ研究では「母系」という側面が強調されていたために、比較の視
点が等閑視されていた。すなわち、他地域との連続性よりも「ミナンカバウ社会は母系
制である」という特殊性に焦点が当てられてきた。 本論文ではミナンカバウにおける
母系親族体系を所与のものとせず、「恩の紐」と「血の紐」という民俗観念から捉えな
おすことを試みた。その結果として明らかになったのは、他者を包摂してするカンプァ
ンの柔軟性であり、「血の紐」さえも取り込んでいく「恩の紐」とキョウダイ関係の拡
張性であった。筆者がここで強調したいのは、「母系」という言葉に囚われずにマレー
世界の他社会との比較の視点を持ちつつ、現地の観念を丹念に分析していくことの重要
性である。マレー世界に関する議論をもとにミナンカバウについて論じることは、翻っ
てミナンカバウにおける事例から東南アジア島嶼部の親族研究へ資する可能性がある
ことも意味している。 
 一方で、本研究では従来の東南アジア島嶼部における研究では等閑視されてきた側面
にも光を当てた。すなわち完全には親族へと包摂しえない個人の領域である。ハティの
観念は他者との社会関係の結合点となっていた一方で、誰からも強制されることのない
自律的な領域であるために、個人に対してカテゴリー化され画一的な規範を押し付ける
ことは忌避されていた。本研究では、このような個人のあり方を小田にならって単独性
と名付けたうえで、他者に対して規範を強要することなく成り立つ人びとの共同性の様
相を提示した。 
 
（2）資本主義と贈与に関する研究への貢献 
 これまでの経済人類学では、生存維持と互酬性に基礎をおくモラル・エコノミーと、
富の蓄積を目指す非人格的な資本主義という二項対立的な図式が採られてきた。しかし、
プラサアンの経済は人格的な関係と資本主義を対立させる視点では理解することがで
きない。そこで本論文ではブローデルの視点にもとづき、自らの資本と権力を利用する
ことで市場を迂回し、商品を安い値段で独占し、高い値段で売りつけるやり方として資
本主義を捉えた。この視点から見ると、プラサアンの経済とは、まさに貸付金を通して
他者のハティを喜ばせることによってガンビールを独占し、利益を得るという資本主義
の形式であることが分かった。生産者は仲買人と人格的な関係にあるからこそ彼にガン
ビールを売るのである。ガンビール・ブームを契機としたテルック・ダラム村における
社会関係の再編成は、まさに資本主義の萌芽としての互酬性を基盤として行われた。本
研究では、人格的な「社会に埋め込まれた経済」と非人格的な資本主義という二項対立
から抜け出すことで、権力と道徳性が絡み合う資本主義の新たな側面が見えてくること
を明らかにした。 
